







































研 究 結 果
 a)発病年令は,3-7才にピークが認められた。b)妊娠中,出産時等の異常とは関係を認めな
 かった。又家族歴,既往歴とも特に関連をみいださなかったが,熱性けいれんを有したことのあるも
 のが比較的多かった。c)脳波所見:s.harbwave,spike等非特異的なてんかん波が最も多く
 認められ,腹性てんかんとして最も特異的といわれる14-6cpsp・sitivespikeは20
 弘前後であった。叉律動異常,徐波が予想外に多かった。脳波所見としては,予後良好と云われる腹
 惟てんかんと云えども,初回脳波に関するかぎり決して良い所見とは云えず,これから予后を予想す
 ることは難しい。d)脳波の経時的観察:]年后の脳波では殆んど改善が認められず,2年目より徐
 々 に改善され,3年目に著明に異常波が減少している例が多い。つまり腹惟てんかんの脳波所見は,
 平均して3～4年目に改善をみる。著者はこの段階で抗けいれん剤を減量し,治療中止の方向にもっ
 ていっている。なかには治療に5年以上かかるもの,再発をくりかえすものもあり,他のてんかんと
 同様である。e)周波数分析,各帯域毎にみたエネルギー率について:正常児の平均直及びその標準
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 扁差と比較してみると,腹性てんかん児の標準偏差外にあるもの,δ波40%,θ波35%,α波
 33拓,β1波35%,β2波26%となる。つまり各帯域毎約30-40%の標準偏差越脱群があ
 る。大発作てんかんにおいて基礎波に徐波の多いものは,予后が悪いとの報告が以前からなされてい
 るが,佐藤の研究による大発作てんかん児では,各帯域毎に約40、50拓の越脱群がある。腹性て
 んかんは,この10%の相違が,難治性と云われる大発作てんかんに比し予后良好と云われるゆえか
 もしれない。なお初回脳波の基礎周波分析を施行し得たもののうち予后が明瞭にわかっているもの
 (3-4年后判定)29名につぎ検討してみると,分析値がα波について,正常発育群19名中予后
 良好者13名で86%,遅延群10名中予后良好者4名で40%であり,θ波については,正常発育
 群17名中予后良好者12名で70拓,遅延群17名中予后良好者3名で25%であった。以上より
 人数が少なく結論はだせないが,初回脳波において基礎波周波数分析値,α波,θ波に関しては,正
 常値内にあれぽ,70-80拓の確率で予后良好といって良いと思う。叉治療中の脳波において同様
 に周波数分析を施行してみたが,かえって悪化しているものもあり,治療中の脳波の周波数分析から
 は,予后判定は出来なかった。f)周波数分析,周波数スペクトルムの発達について:当教室作制に
 よる161名の正常児の年令別周波数スペクトルムと比較した。57名中基礎波周波数スペクトルム
 が正常児より1～2年幼少型を示すもの27%,2-3年遅れるもの17拓,3年以上遅れるもの4
 拓,正常発育型を示すもの52拓であった。叉周波数スペクトルムが正常発育型を示すものの治療率
 は87%であり,遅延型を示すものの治療中は40%と明らかな差があった。
 以上の如く初回脳波所見は,著明な異常波が認められ,これから予后判定は難しい。しかし経時的
 に脳波所見をみてゆくと3-4年で著明に異常波が減少し治癒する例が多く,腹性てんかんは確かに
 予后良好なものが多かった。又客観的に観察するため基礎波の周波数分析を試みた結果,初回脳波の
 基礎波周波数分析において,各帯域エネルギー率が正常値内にあるもの,周波数スペクトルムが正常
 発育型を示しているものは,それぞれ,越脱しているもの,遅延型を示すものに比し,明らかに予后
 力§よカ・つた。
考 按
 腹惟てんかんは,1868年始めてTrausaveが記載したと云われ,その後種々の報告があるが,
 1g44年Moorが,腹惟てんかんを定義づけ確立された。なおGibbsがThalamicandhy-
 p・thalamicepilepsyを発表し,疾患特異性として14-6cpsp・sitivespike
 との関係を強調した。てんかん分類中,自律神経てんかんの中に入り,中脳,脳幹部の障碍によると
 云われる。鑑別上ab吐・minalmigraine,cyclicvomiting等が問題となり,諸者が
 鑑別診断につぎ述べているが,臨床上極めて鑑別困難な例も多く,著者はまぎらわしいものすべて除
 外した。著者の結果は,腹惟てんかんは予后は良い,しかし本質的にはてんかんに変りはないという
 ことである。脳の成長という特殊な時期に特徴づけられる故,他のてんかんと同様脳波の改善をみる
 まで積極的な治療が必要である。
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 審査結果の要旨
 小児の腹病発作を訴える患者のうちEEG所見から腹性てんかんと診断した90名について,長期
 の臨床観察を行って,その予後とEEG所見との関係を重点として行った研究である。
 その結果は,初回のEEGにおいて,その基礎波周波数分析において各帯域エネルギー%が正常値
 内にあるもの,また経過に伴って,基礎波周波数スペクトルムが正常の発育型を示すものは,予後が
 良好であることが明かとなった。この所見は腹性てんかんの予後の判定に有力な一つのてがかりを与
 えたことは注目すべき結果と考えてよかろづ。
 よって,本論は学位授与に値するものと考える。
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